
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

五代史故事における女たち : 脈望館鈔本「哭存孝」
を中心に

福永, 美佳
九州大学非常勤講師

https://doi.org/10.15017/16514

出版情報：中国文学論集. 38, pp.62-76, 2009-12-25. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



― ―

一

五
代
史
故
事
の
成
立

唐
の
滅
亡
か
ら
宋
の
建
国
ま
で
の
約
五
十
年
の
間
、
中
国
各
地
で
熾
烈
な
覇
権
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
王
朝
が
次
々
と
興
っ
て
は

消
え
た
。
そ
れ
ら
短
命
の
王
朝
に
ち
な
み
、
こ
の
時
期
を
五
代
十
国
と
呼
ぶ
。

後
に
こ
の
戦
い
の
様
子
は
、
三
国
志
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
素
材
と
し
て
昇
華
さ
れ
た
。
北
宋
の
都�

京
の
様
子
を

記
録
し
た

『

東
京
夢
華
録』

巻
五

｢

京
瓦
伎
芸｣
に
は

｢

霍
四
究
の
説
三
分

(

三
国
志
語
り)｣

と
並
ん
で

｢

尹
常
売
の
五
代
史

(

五

代
史
語
り)｣

が
記
さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
る

(

１)

。
た
だ
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
話
が
語
ら
れ
て
い
た
か
ま
で
は
、

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

元
に
入
っ
て
も
歴
史
に
取
材
し
た
こ
れ
ら
の
物
語
の
知
名
度
は
相
当
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
芸
人
と
秀
才
の
恋
愛
を
描
い
た
石
君

宝
作
の
戯
曲

｢

諸
宮
調
風
月
紫
雲
亭｣

(

元
刊
本)

の
第
一
折

【
混
江
龍】

に
も
、

【

混
江
龍】

我
唱
的
是
三
國
先
饒
十
大
曲
、
俺
娘
便
五
代
史
讀
添
八
陽
經
。

【

混
江
龍】

私
と
い
う
芸
人
が
三
国
志
に
先
に
十
大
曲
を
加
え
れ
ば
、
母
は

(

あ
の
騒
々
し
い)

五
代
史
に
八
陽
経
を
添
え
る
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
歴
史
と
は
関
わ
り
の
な
い
作
品
の
歌
詞
に
読
み
こ
ま
れ
る
ほ
ど
、
三
国
志
や
五
代
史
と
い
う
の
は
、
元
の
人
々

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
、
残
さ
れ
た
最
も
古
い
五
代
史
故
事
は
宋
末
元
初
建
安
の
刊
と
さ
れ
る

『
新
編
五
代
史
平
話』

(

以
下

『

五
代
史
平
話』

と
略

中
国
文
学
論
集

第
三
十
八
号

62

������������脈
望
館
鈔
本

｢

哭
存
孝｣

を
中
心
に

福

永

美

佳



― ―

す)

で
あ
る

(

２)

。
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
も
と
も
と
梁
・
唐
・
晋
・
漢
・
周
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
ず
つ
収
め
た
十
巻
本
で
あ
っ
た
が
、

現
在
、
梁
史
下
と
漢
史
下
を
欠
く
。

こ
の
ほ
か

『

残
唐
五
代
史
演
義
伝』

(

以
下

『

残
唐
五
代』

と
略
す)

が
あ
る

(

３)

。
作
者
は
羅
貫
中
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き

り
し
な
い
。
版
本
は

｢

鐫
李
卓
吾
批
点｣

と
題
す
る
明
刊
の
八
巻
本
、｢

玉
茗
堂
批
点｣

と
称
す
る
六
巻
本
、
お
よ
び
坊
刻
本
が
伝
わ
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
李
卓
吾
批
評
本
を
使
用
し
た
。

戯
曲
も
い
く
つ
か
伝
わ
る
。
関
漢
卿

｢�
夫
人
苦
痛
哭
存
孝｣
(

脈
望
館
鈔
本)

、
陳
以
仁

｢

十
八
騎
誤
入
長
安｣

(

越
調

【

古
竹
馬】

【

幺】

の
二
曲
の
み

(

４))
、
無
名
氏

｢

飛
虎
谷
存
孝
打
虎｣

(

脈
望
館
鈔
本)

、
無
名
氏

｢

雁
門
関
存
孝
打
虎｣

(

脈
望
館
鈔
本)

、
無
名
氏

｢

壓
観
樓
掛
午
時
牌｣

(

脈
望
館
鈔
本)

、
無
名
氏

｢

李
存
孝
大
戦
葛
従
周｣

(

現
存
せ
ず)

な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

こ
れ
ら
の
五
代
史
故
事
と
い
う
の
は
同
じ
題
材
を
扱
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
成
立
し
た
年
代
や
表
現
の
体
裁
が
異
な
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
物
語
の
長
短
、
史
実
と
の
距
離
の
取
り
方
、
人
物
や
心
理
の
描
写
方
法
な
ど
に
違
い
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
物
語
世
界

を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
元
雑
劇

｢�
夫
人
苦
痛
哭
存
孝｣

(

以
下

｢

哭
存
孝｣

と
略
す)

で
あ

る
。
作
者
は
元
雑
劇
を
代
表
す
る
劇
作
家
関
漢
卿
で
あ
る
。
題
名
に
は
存
孝
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
主
役
は
彼
で
は
な
く
、

妻
の�
夫
人
で
あ
る
。
物
語
は
す
べ
て
女
性
の
口
か
ら
語
ら
れ
、
他
の
五
代
史
故
事
と
は
一
線
を
画
す
。
し
た
が
っ
て
五
代
史
故
事
全

体
を
考
え
る
上
で
、
女
性
の
視
点
を
採
用
し
た
本
劇
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
激
動
の
五

代
十
国
時
代
を
生
き
抜
く
男
性
た
ち
の
影
で
、
女
性
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
戯
曲
化
さ
れ

て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い

(

５)

。

二

先
行
研
究
に
つ
い
て

検
討
に
入
る
前
に
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
。
従
来
の
五
代
史
故
事
の
研
究
で
は

『

五
代
史
平
話』

と

『

残
唐
五
代』

と
の
比

較
が
た
び
た
び
行
わ
れ
た
。
橋
本
尭
氏

(

６)

に
よ
る
と

『

五
代
史
平
話』

と
い
う
の
は

｢
王
朝
中
心
主
義｣

の
傾
向
に
あ
り
、
史
書
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
そ
の
一
方
で

『

残
唐
五
代』

と
い
う
の
は

｢

個
人
英
雄
中
心
主
義｣

の
傾
向
に
あ
り
、
主
要
部
分
は
英
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雄
豪
傑
の
個
人
的
な
活
躍
、
と
く
に
中
心
的
人
物
李
存
孝
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
こ
の
見
方
を
一
歩
進
め
た
の
が
大

塚
秀
高
氏

(

７)

で
あ
る
。
大
塚
氏
は

『

残
唐
五
代』

に
お
け
る
各
巻
の
不
均
衡
な
構
成
に
つ
い
て
、
後
唐
正
統
史
観
の
立
場
か
ら
残
唐
に
つ

い
て
語
っ
た
た
め
だ
と
言
い
、
後
唐
の
滅
亡
以
後
は
蛇
足
の
よ
う
な
も
の
だ
と
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
五
代
史
に
取
材
し
な
が
ら
、
こ
の

二
つ
は
全
く
性
質
の
異
な
る
小
説
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
鉢
雅
量
氏

(

８)

が

｢

歴
史
記
述
に
密
着
し
た

『

五
代
史
平
話』

や

『

唐
書
史
伝』
の
タ
イ
プ｣

と
、｢

歴
史
の
中
で
は
次
要
人
物
に
過
ぎ
な
い
、
あ
る
個
人
を
中
心
に
歴
史
を
語
る

『

残
唐
五
代』

や

『

隋
史
遺
文』

の
タ
イ
プ｣

と
い
う
二
つ
に
明
快
に
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
小
説
と
戯
曲
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
趙
景
深
氏

(

９)

に
よ
っ
て

『

残
唐
五
代』

が
元
人
の
著
作
で
、
小
説
を
も
と
に
雑
劇
が
改
編

さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
見
方
は
否
定
さ
れ
た

(�)

。
と
は
い
え
、
両
者
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
、
小
松
謙
氏

(�)
に
よ
っ
て

『
残
唐
五
代』

第
三
十
三
回
に
み
え
る
祭
文
と
、
元
雑
劇

｢

哭
存
孝｣

第
四
折
の
李
存
孝
を
ま
つ
る
祭
文

に
お
け
る
文
字
と
の
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
こ
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
る

｢

哭
存
孝｣

で
あ
る
。

考
察
に
入
る
前
に
梗
概
を
記
す
。
全
体
は
四
折
構
成
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
備
え
る
。

正
旦
は�
夫
人
に
扮
す
。�
夫
人
の
夫
安
敬
思
は
李
克
用
の
義
理
の
息
子
と
な
り
、
李
存
孝
と
名
乗
る
。
李
存
孝
は
こ
の
た
び

黄
巣
の
乱
で
手
柄
を
立
て
た
た
め
、
本
来
な
ら�
州
の
長
官
を
任
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
康
君
立

(�)

と
李
存
信
に
先

を
越
さ
れ
、�
州
鎮
守
を
命
じ
ら
れ
る
。
李
克
用
に
抗
議
す
る
が
、
彼
は
酔
っ
払
っ
て
話
に
な
ら
な
い
。�
夫
人
は
不
満
を
抱
く

も
の
の
打
つ
手
が
な
く
、
夫
と
と
も
に�
州
へ
と
旅
立
つ
。(

頭

(�)
折)

正
旦
は�
夫
人
に
扮
す
。
康
君
立
と
李
存
信
は
、
李
存
孝
に
は
本
名
の
安
敬
思
を
名
乗
る
よ
う
に
唆
し
、
李
克
用
に
は
李
存
孝

が
裏
切
っ
て
勝
手
に
改
名
し
た
と
密
告
す
る
。
李
克
用
の
妻
劉
夫
人
は
こ
の
報
告
を
不
審
に
思
い
、�
州
に
足
を
運
ぶ
。�
夫
人

は
劉
夫
人
に
対
し
、
す
べ
て
康
君
立
と
李
存
信
と
が
仕
向
け
た
こ
と
だ
と
訴
え
る
。
劉
夫
人
は
李
存
孝
の
こ
と
は
自
分
が
請
け
負

う
と
い
っ
て
帰
宅
す
る
。
し
か
し
、
李
存
孝
は
車
裂
き
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。(

第
二
折)

正
旦
は
莽
古
歹
に
扮
す
。
莽
古
歹
は
劉
夫
人
に
対
し
、
李
存
孝
の
処
刑
の
一
部
始
終
を
語
る
。
劉
夫
人
は
李
存
孝
の
死
を
嘆
き

悲
し
む
。(

第
三
折)

正
旦
は�
夫
人
に
扮
す
。
劉
夫
人
は
李
克
用
に
対
し
て
、
康
君
立
と
李
存
信
の
悪
巧
み
を
告
げ
る
。
劉
夫
人
は
、
夫
を
亡
く
し
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嘆
き
悲
し
む�
夫
人
の
も
と
を
訪
れ
る
。
李
克
用
は
李
存
孝
を
祀
り
、
康
君
立
と
李
存
信
を
糾
弾
す
る
と
と
も
に
彼
ら
に
対
し
車

裂
き
の
刑
を
言
い
渡
す
。�
夫
人
は
李
存
孝
の
敵
を
討
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
。(

第
四
折)

該
劇
で
は
、
正
旦
が
二
人
の
人
物
を
演
じ
分
け
る
。
頭
、
二
、
四
折
で
は
李
存
孝
の
妻
で
あ
る�

夫
人
に
扮
し
、
第
三
折
で
は
モ
ン

ゴ
ル
人
の
莽
古
歹
に
扮
す
る
。
そ
こ
で
以
下
こ
れ
ら
の
人
物
に
注
目
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
登
場
し
た
意
味
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
し
た
い
。

三�
夫
人
に
よ
る
李
存
孝
評
価

�
夫
人
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
夫
で
あ
る
李
存
孝
が
不
遇
な
一
生
を

遂
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
戯
曲
が
成
立
す
る
以
前
か
ら
強
い
衝
撃
を
持
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『

五
代
史
平
話』

唐
史
、
巻
上
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

那
存
孝
欲
立
大
功
、
取
重
於
克
用
、
存
信
又
讒
譖
於
其
間
。
存
孝
惧
及
禍
、
密
地
與
王
鎔
・
朱
全
忠
交
結
。[

中
略]�

州
城

中
食
盡
、
李
存
孝
出
見
李
克
用
、
泥
首
謝
罪
。
克
用
將
檻
車
囚�
以
歸
、
用
車
裂
於
牙
門
。

李
存
孝
は
大
き
な
手
柄
を
立
て
、
克
用
に
重
用
さ
れ
た
い
と
思
っ
た
が
、
存
信
が
そ
の
間
に
讒
訴
し
た
。
存
孝
は
禍
が
及
ぶ
こ

と
を
恐
れ
、
ひ
そ
か
に
王
鎔
や
朱
全
忠
に
通
じ
た
。[
中
略]�
州
の
城
中
は
食
料
が
底
を
つ
き
、
存
孝
は
克
用
の
も
と
へ
現
れ
、

泥
首
し
て
謝
罪
し
た
。
し
か
し
、
克
用
は

(

存
孝
を)
護
送
車
に
捕
え
て
帰
り
、
役
所
で
車
裂
き
の
刑
に
処
し
た
。

こ
の
記
述
の
趣
旨
は

『

新
五
代
史』

巻
三
六
、
義
児
伝
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
李
存
孝
は
手
柄
を
立
て

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
克
用
に
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
不
満
を
抱
き
、
謀
反
を
起
こ
し
た
。
そ
の
た
め
李
克
用
に
よ
っ
て
極
刑
が

下
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
李
克
用
や
李
存
信
の
態
度
に
非
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
こ
れ
を
見
る
限
り
、
李
存
孝
が
処
刑

さ
れ
た
こ
と
は
本
人
に
も
少
な
か
ら
ず
そ
の
責
任
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
戯
曲
や
小
説
に
お
い
て
、
裏
切
り
者
の
李
存
孝
と
は
違
っ

た
側
面
か
ら
彼
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。｢

哭
存
孝｣

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
｢

哭
存
孝｣

の
頭
折
で
は
、
正
史
や
平
話
と
同
様
、
李
克
用
が
李
存
孝
と
の
約
束
を
破
り
、
義
理
の
兄
弟
の
李
存
信
や
康
君
立
を
重

五
代
史
故
事
に
お
け
る
女
た
ち
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用
し
た
た
め
、
存
孝
が�
州
留
後
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
頭
折

【

尾
声】

で�

夫
人
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

【
尾
声】

罷
、
罷
、
罷
、�
可
便
難
倚
弟
兄
心
、
我
今
日
不
可
公
婆
意
。[

劉
夫
人
云]

孩
兒
、�
且
休
要
性
急
、
待�
阿
媽
酒
醒

呵
、
再
做
商
議
。[

正
旦
云]

去
則
便
了
也
。[

唱]

別
近

(

傍)

俺
夫
妻
毎
甚
的
、
止
不
過
發
盡
兒
掏
窩
不
姓
李
、
則
今
日
暗
昧

神
祇
。[
帶
云]

慚
愧
也
。[

唱]

勢
得
一
個
遠
相
離
、
各
覇
着
城
池
、
不
恁
的
呵
、
這
李
存
信
康
君

(

立)

斷
送
了�
。
這
一
個

個
瞞
心
昧
己
、
一
個
個
獻
勤
買
力
、
存
孝
、
這
兩
個
巧
舌
頭
奸
狡
頼
功
賊
。

【

尾
声】

や
め
て
、
や
め
て
、
や
め
て
、
あ
な
た
は
兄
弟
の
情
を
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
私
は
今
日
舅
姑
の
意
に
沿
う
こ

と
が
で
き
な
い
。[
劉
夫
人
が
い
う]

お
前
、
急
ぐ
の
は
お
や
め
な
さ
い
。
父
さ
ん
の
酔
い
が
さ
め
て
か
ら
、
相
談
し
た
ら
ど
う
。

[�
夫
人
が
い
う]

も
う
よ
い
の
で
す
。[�
夫
人
が
歌
う]

私
た
ち
夫
婦
に
関
わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
、
結
局
李
と
い
う
名
字
で

な
か
っ
た
だ
け
で
、
今
日
は
天
地
の
神
を
欺
く
結
果
と
な
っ
た
の
で
す
。[�
夫
人
が
添
え
て
い
う]

恥
ず
か
し
い
わ
。[�

夫
人

が
歌
う]

も
う
遠
く
離
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
を
治
め
ま
し
ょ
う
、
で
な
け
れ
ば
、
李
存
信
と
康
君
立
が
あ
な
た
を
殺
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
良
心
に
背
き
悪
事
を
働
く
、
ど
ち
ら
も
ご
機
嫌
取
り
が
お
上
手
、
存
孝
、
こ
い
つ
ら
は
口
達
者
で
ず
る
賢
く

手
柄
を
横
取
ろ
う
と
す
る
泥
棒
で
す
。

こ
こ
で�
夫
人
は
姑
の
制
止
を
振
り
切
り
、
李
存
信
と
康
君
立
か
ら
夫
の
命
を
守
る
た
め
、
李
存
孝
に�
州
留
後
を
あ
き
ら
め
る
よ

う
助
言
す
る
。『

五
代
史
平
話』

と
違
い
、
李
存
孝
に
何
の
落
ち
度
も
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
第
二
折
に
お
い
て
も
、
李
存
信
ら
は
追
撃
の
手
を
休
め
な
い
。
彼
ら
は
李
存
孝
が
李
克
用
よ
り
与
え
ら
れ
た
存
孝
と
い
う

名
を
捨
て
、
勝
手
に
本
名
の
安
敬
思
に
戻
し
た
と
讒
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
怒
っ
た
李
克
用
は
存
孝
の
捕
縛
を
命
じ
る
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
、
李
克
用
の
妻
劉
夫
人
が
李
存
孝
の
改
名
の
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
、�
夫
人
が
夫
の
無

実
を
訴
え
、
命
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
。
だ
が
彼
女
た
ち
の
預
か
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
李
存
孝
の
処
刑
が
執
行
さ
れ
、
第

二
折
が
幕
を
下
ろ
す
。

第
四
折
で
は
、�
夫
人
が
夫
を
亡
く
し
て
途
方
に
暮
れ
た
様
子
で
再
登
場
し
、
劉
夫
人
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。

【

慶
東
原】

踏
踏
的
忙
那
歩
、��
的
不
住
脚
、
是
誰
人��
的
腦
背
後
高
聲
叫
。[

劉
夫
人
云]�
夫
人
、
是
我
也
。[

做
見
哭

�
�

�
��
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科
、
云]

痛
殺
我
也
、
存
孝
孩
兒
也
。[

唱]

阿
者
、�
把
我
這
存
孝
來
送
也
。[

劉
夫
人
云]

我
説
甚
麼
來
。[

唱]�
可
道
不

着
落
、
保
到
頭
來
須
有
個
歸
着
。[

劉
夫
人
云]�
婦
兒
也
、�
不
曽
忘
了
一
句
兒
也
。[

唱]

這
煩
惱
我
心
知
、
待
對
着
阿
誰
道
。

[
劉
夫
人
云]

孩
兒
、�
且
放
下
骨
殖
匣
兒
、�
阿
媽
將
二
賊
子
拏
將
來
、
與
存
孝
孩
兒
報
讎
雪
恨
也
。

【

慶
東
原】

バ
タ
バ
タ
と
あ
わ
た
だ
し
い
足
取
り
で
、
ハ
ア
ハ
ア
と
息
を
切
ら
せ
ど
足
を
止
め
ず
、
背
後
か
ら
大
き
な
声
で
お
ー

い
と
呼
ぶ
の
は
誰
か
し
ら
。[

劉
夫
人
が
い
う]�
夫
人
、
私
で
す
。[

会
っ
て
泣
く
し
ぐ
さ
を
し
て
、
言
う]

辛
す
ぎ
ま
す
、
存

孝
よ
。[�
夫
人
が
歌
う]

阿
者
、
あ
な
た
が
存
孝
の
命
を
奪
っ
た
の
で
す
。[

劉
夫
人
が
い
う]

私
が
何
と
言
っ
た
か
し
ら
。

[�
夫
人
が
歌
う]
あ
な
た
は
言
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
落
ち
着
か
な
く
て
も
、
結
局
落
ち
着
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
に
落
ち
着

く
と
。[

劉
夫
人
が
い
う]

嫁
よ
、
あ
な
た
は
そ
の
一
言
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。[�

夫
人
が
歌
う]

こ
の
悩
み
を
私

の
心
は
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
誰
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。[

劉
夫
人
が
い
う]

お
前
、
し
ば
ら
く
骨
壺
を
下
ろ
し
な
さ

い
、
阿
媽
が
二
人
の
賊
を
捕
ま
え
た
ら
、
存
孝
の
た
め
に
仇
を
討
ち
、
恨
み
を
雪
ぎ
ま
し
ょ
う
。

意
外
な
こ
と
に
こ
の
歌
詞
で
は
、
劉
夫
人
の
非
難
の
矛
先
が
夫
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
姑
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
夫
を
亡

く
し
た
焦
り
と
不
安
を
抱
え
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い�
夫
人
の
行
き
場
の
な
い
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
彼
女
が
そ

れ
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
相
手
が
姑
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
驚
き
に
値
す
る
。
懐
の
深
い
姑
劉
夫
人
の
性
格
は

｢

哭
存

孝｣

と
同
じ
関
漢
卿
作
と
さ
れ
る

｢

五
侯
宴｣

(
脈
望
館
鈔
本)

の
劉
夫
人
と
も
一
致
し
、
明
代
の
宮
廷
に
お
け
る
劉
夫
人
の
人
気
を

う
か
が
わ
せ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
状
況
が

『

残
唐
五
代』

に
お
い
て
も
起
き
て
い
る
。
第
三
十
三
回

｢

晋
王
痛
哭
勇
南
公｣

の
つ
ぎ
の
場
面
で
あ
る
。

正
在
慟
哭
、
忽
見
一
彪
人
馬
飛
奔
而
來
、
衆
視
之
、
乃
存
孝
之
妻�
瑞
雲
也
。
瑞
雲
知
此
消
息
、
帶
領
六
將
到
來
、
放
聲
大
哭
、

昏
絶
于
地
、
三
五
番
幾
死
。
衆
軍
無
不
哀
慟
。
瑞
雲
再
三
上
言
曰
、
今
存
孝
死
于
不
幸
、
大
王
念
父
子
之
情
、
早
爲
報
仇
。

ち
ょ
う
ど
大
声
を
あ
げ
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
と
、
突
然
、
一
隊
の
軍
が
疾
走
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。
み
れ
ば
、
存
孝
の
妻�

瑞
雲
で
あ
っ
た
。
瑞
雲
は
こ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
六
将
を
率
い
て
や
っ
て
く
る
と
、
大
声
を
あ
げ
て
泣
き
、
卒
倒
し
、
四
、
五
回

死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
軍
人
た
ち
で
悲
し
み
嘆
か
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
瑞
雲
は
何
度
も

｢

今
存
孝
は
不
幸
に
も
亡
く
な
り
ま

し
た
。
国
王
さ
ま
、
父
子
の
情
を
思
い
、
早
く
仇
を
討
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
い
っ
た
。
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こ
こ
に
も
夫
の
死
を
悲
し
み
、
平
常
心
を
失
っ
た
妻
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
諦
め
悲
嘆
す
る

｢

哭
存

孝｣
の�
夫
人
と
比
べ
る
と
、
舅
で
あ
る
李
克
用
に
対
し
、
自
分
の
口
で
仇
を
討
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る�

瑞
雲
は
は
る
か
に
気
丈

な
女
性
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
妻
の
悲
し
み
を
描
く
こ
と
は
正
史
や

『

五
代
史
平
話』

に
は
現
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、｢

哭
存
孝｣

と

『

残
唐
五
代』

に

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
夫
に
助
言
を
行
う
聡
明
さ
と
絶
望
的
な
状
況
に
対
す
る
諦
め
の
良
さ
と
を
兼
ね
備
え
た
繊
細
な�

夫
人
像
と
、
六
将
を
随
え
て
克
用
の
前
に
登
場
す
る
女
傑�
瑞
雲
と
を
同
列
に
み
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
も
そ
も

『

残
唐
五
代』

は
中
国
を
舞
台
に
巻
き
起
こ
る
壮
大
な
歴
史
小
説
で
あ
り
、
李
存
孝
な
ど
特
定
の
人
物
の
周
り
に
多
く
の

登
場
人
物
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
場
合�

瑞
雲
は
脇
役
に
す

ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
戯
曲
を
見
て
み
る
と
、
全
折
を
通
じ
て
李
存
孝
へ
の
憐
憫
の
情
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る�

夫
人
の
役
割
と

い
う
の
は

｢�
夫
人
苦
痛
哭
存
孝｣
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
、
李
存
孝
の
死
に
対
し
て
慟
哭
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
両
者
は
作
品
の
掲
げ
る
テ
ー
マ
が
違
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
女
性
像
の
差
に
表
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
う
し
た
作
品
の
テ
ー
マ
の
違
い
と
い
う
も
の
は�
夫
人
の
態
度
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
李
存
孝
を
祭
る
文

に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
文
と
は
、
李
克
用
が
周
徳
威
に
命
じ
て
読
み
挙
げ
さ
せ
る
も
の
で

｢

哭
存
孝｣

で
は
、
か
な
り
詳
細

に
書
か
れ
て
い
る
。

祭
奠
英
靈
、
親
藩
悔
罪
。
今
克
用
因�
酒
聽
信
狂
言
、
故
損
壞
義
男
家
將
。
今
將
賊
子
盡
該
誅
戮
、
與
公
雪
冤
。
衆
將
縞
素
、
俺

哭
的
那
無
情
草
木
改
色
、
青
山
天
地
無
顔
、
將
軍
陽
世
不
將
金
印
掛
、�
司
却
掌
鬼
兵
權
。
衆
將
番
官
痛��
、
壁
上
飛�
血
未

消
、�
下
枉�
龍
駒
馬
、
帳
前
空
掛
虎
皮
袍
。
英
雄
存
孝
今
朝
喪
、
多
曾
出
力
建
功
勞
、
赤
心
報
國
安
天
下
、
萬
古
清
風
把
姓�
。

嗚
呼
哀
哉
、
伏
惟
尚
饗
。

英
霊
を
供
養
し
、
克
用
は
罪
を
悔
い
る
。
克
用
は
酒
を
貪
り
、
狂
言
を
信
じ
た
た
め
に
、
義
男
家
将
を
損
な
っ
た
。
賊
た
ち
を

こ
と
ご
と
く
殺
し
、
公
の
た
め
に
怨
み
を
雪
ご
う
。
将
た
ち
は
喪
服
を
身
に
つ
け
、
わ
た
し
が
慟
哭
す
れ
ば
、
感
情
を
持
た
な
い

草
木
も
表
情
を
変
え
、
青
山
天
地
も
面
目
を
失
う
だ
ろ
う
。
将
軍
は
こ
の
世
で
金
印
を
掛
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ

の
世
で
鬼
兵
を
掌
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
諸
将
蛮
官
は
激
し
く
泣
き
叫
び
、
壁
上
の
飛�
に
血
は
消
え
る
こ
と
な
く
、�
下
に
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�
�

は
龍
駒
馬
を
む
な
し
く
繋
ぎ
、
帳
前
に
は
虎
皮
袍
を
む
な
し
く
掛
け
る
。
英
雄
存
孝
は
今
亡
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
尽
力
し
功
績
を

あ
げ
た
。
真
心
を
も
っ
て
国
家
に
報
い
天
下
を
安
ん
じ
、
永
久
に
高
潔
な
名
声
を
遺
す
。
嗚
呼
哀
し
い
か
な
。
伏
し
て
惟
る
に
尚

わ
く
は
饗
け
よ
。

略
し
た
が
祭
文
の
前
半
に
は
日
付
、
李
存
孝
の
出
生
や
特
徴
、
具
体
的
な
戦
歴
が
一
々
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
克
用

が
自
ら
の
行
い
を
悔
い
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
深
い
悲
し
み
と
絶
望
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
李
存
孝
を

｢

英
霊｣

や

｢

英
雄｣
と
い
っ
て
祭
り
上
げ
て
い
る
点
も
目
を
引
く
。
こ
の
こ
と
は

｢

史
実
に
は
近
く
て
も
、
強
さ
の
点
か
ら
い
っ
て

も
、
人
物
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
を
新
・
旧

『

五
代
史』

に
く
ら
べ
て
も
さ
ら
に
点
が
か
ら
く
、
そ
の
う
え
素
性
も
知
れ
ぬ
と
あ
っ
て
は

ど
う
み
て
も
英
雄
の
資
格
す
ら
な
い｣

と
言
わ
れ
る

『

五
代
史
平
話』

の
李
存
孝
と
は
全
く
異
な
る
評
価
だ
と
い
え
よ
う

(�)

。
一
方

『

残

唐
五
代』

に
も
存
孝
を
祭
る
二
つ
の
祭
文
が
記
さ
れ
、
一
つ
目
で
晋
王
李
克
用
が
自
ら
祭
壇
を
設
け
て
読
み
あ
げ
る
。

嗚
呼
勇
南
、
天
下
戦
士
、
古
今
無
雙
。
何
天
不
弔
、
令
死
于
奸
人
之
手
、
使
我
慟
傷
。
嗚
呼
、
吾
今
年
八
十
、
兒
既
死
、
吾
料

随
亡
。
吾
今
取
二
人
于
市
、
熬
油
照
燭
、
照
爾
幽
光
、
爾
寃
既
白
、
爾
讐
亦
報
、
爾
名
孔
揚
。
嗚
呼
勇
南
、
魂
其
有
知
、
曷
維
尚

享
。あ

あ
勇
南
公
、
天
下
の
戦
士
、
古
今
に
並
ぶ
も
の
な
し
。
悪
人
の
手
に
か
か
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
、
ど
う
し
て
天
が
同
情
し

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
、
私
を
悲
し
ま
せ
る
。
あ
あ
私
は
今
年
八
十
歳
で
、
息
子
を
亡
く
し
、
我
も
後
を
追
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
今

(

李
存
信
と
康
君
利
の)

二
人
を
捕
え
て
、
明
か
り
を
と
も
し
て
、
お
前
の
中
の
徳
の
輝
き
を
照
ら
し
、
お
前
の
恨
み
を

明
ら
か
に
し
、
お
前
の
仇
に
報
い
、
お
前
の
名
声
を
広
く
伝
え
よ
う
。
あ
あ
勇
南
公
、
魂
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
か
。
ど
う
し

て
惟
る
に
尚
わ
く
は
饗
け
ん
や
。

こ
れ
は
祭
文
の
全
文
で
あ
る
。
李
克
用
の
感
情
を
吐
露
し
た
内
容
と
は
言
え
、｢

哭
存
孝｣

と
比
べ
る
と
文
章
も
少
な
く
、
内
容
も

抽
象
的
で
あ
る
。
で
は
、
も
う
一
つ
別
の
祭
文
を
見
て
み
よ
う
。
こ
ち
ら
は
昭
宗
が
趙
文
宗
に
命
じ
て
読
み
あ
げ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

滅��
、
扶
僖
宗
、
復
入
長
安
、
誅
奸
黨
、
立
昭
宗
、
建
都
天
下
。
官
居
一
品
、
加
爲
勇
南
公
之
職
、
勢
壓
諸
邦
、
是
飛
虎
將
軍

之
譽
。
唯
君
正
宜
享
富
貴
于
高
堂
、
豈
期
命
早
喪
於
奸
讒
。
人
之
死
沒
、
自
古
難
免
。
不
料
君
父
以
酒
誤
害
忠
良
、
將
二
奸
盡
行

誅
戮
、
與
汝
雪
恨
。
將
軍
陽
世
不
將
金
印
挂
、�
司
多
握
鬼
兵
權
。
嗚
呼
哀
哉
。
尚
享
。
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黄
巣
を
滅
ぼ
し
、
僖
宗
を
扶
け
、
再
び
長
安
に
入
り
、
悪
党
を
滅
ぼ
し
、
昭
宗
を
立
て
、
都
を
天
下
に
定
め
る
。
官
職
は
一
品

に
居
し
、
加
え
て
勇
南
公
の
職
と
な
り
、
諸
邦
を
制
圧
し
た
の
は
、
飛
虎
将
軍
の
手
柄
で
あ
る
。
唯
君
正
に
父
母
よ
り
富
貴
を
享

け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
ど
う
し
て
悪
人
の
讒
言
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
の
か
。
人
の
死
は
、
古
よ
り
免
れ
が
た
し
。
図
ら
ず
も

お
前
の
父
が
酒
に
酔
っ
て
忠
臣
を
害
し
、
二
人
の
悪
人
に
殺
さ
せ
た
の
で
、
お
前
の
た
め
に
恨
み
を
晴
ら
そ
う
。
将
軍
は
こ
の
世

で
金
印
を
掛
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
あ
の
世
で
鬼
兵
を
掌
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
嗚
呼
哀
し
い
か
な
。
尚
わ
く
は
享
け
よ
。

こ
ち
ら
は
前
半
に
存
孝
の
出
世
地
や
経
歴
が
述
べ
ら
れ
、
所
々
に

｢

哭
存
孝｣

の
記
述
と
の
類
似
を
確
認
で
き
る
。
た
だ
全
体
的
に

み
る
と
、
昭
宗
の
立
場
か
ら
李
存
孝
の
死
が
捉
え
な
お
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

｢

哭
存
孝｣

と
は
異
な
り
、
李
存
孝
を
失
っ
た
こ
と
に

対
す
る
李
克
用
の
深
い
悲
し
み
と
懺
悔
の
描
写
は
削
除
さ
れ
、
彼
の
功
績
を
評
価
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

以
前
氏
岡
真
士
氏

(�)
は

｢『

演
義』
に
せ
よ

『

哭
存
孝』

雑
劇
に
せ
よ
、
李
存
孝
を
美
化
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
雑
劇
の
方
が

虚
構
性
は
少
な
い｣

と
分
析
し
た
が
、
こ
と
祭
文
に
関
し
て
言
え
ば

｢

哭
存
孝｣

の
方
が
は
る
か
に
饒
舌
で
あ
る
。『

残
唐
五
代』

で

は
、
英
雄
逸
話
の
な
か
で
祭
文
を
扱
っ
て
お
り
、
彼
が
唐
に
貢
献
し
た
点
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
れ
に
対
し

｢

哭
存
孝｣

で
は
、
感
情

的
な
言
葉
を
並
べ
、
深
い
悲
し
み
の
描
写
に
筆
を
費
や
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
も

｢

哭
存
孝｣

が
存
孝
の
名
誉
を
回
復
し
、

彼
と
い
う
英
雄
の
死
に
つ
い
て
悼
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

｢

哭
存
孝｣

の
よ
う
に
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
英
雄
の
物
語
と
い
う
の
は
、
元
雑
劇
で
は
珍
し
く
な
い
。
近
年
、
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て
田
仲
一
成
氏

(�)
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
田
仲
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
元
雑
劇
の
最
も
古
い
層
に
属
し
、
村
の
た
め
に
戦

死
し
た
英
雄
の
孤
魂
を
、
慰
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
祭
祀
儀
礼
を
引
き
継
い
で
発
生
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

と
は
い
え
、
李
存
孝
の
怨
恨
と
救
済
に
当
た
っ
て
、
孤
魂
本
人
に
よ
っ
て
怨
恨
が
訴
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
に
い
た

女
性
た
ち
の
力
を
借
り
た
こ
と
で

｢

哭
存
孝｣

は
古
い
祭
祀
儀
礼
と
い
う
形
か
ら
戯
曲
と
し
て
の
物
語
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
李
存
孝
に
な
り
代
わ
る
大
役
を
任
さ
れ
た
一
人
が
李
存
孝
の
妻�
夫
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
次
に
正
旦
が
扮

す
る
も
う
一
人
の
人
物
、
莽
古
歹
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
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四

莽
古
歹
の
登
場

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に

｢

哭
存
孝｣

で
は
、
正
旦
は
二
人
の
人
物
に
な
り
き
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は�

夫
人
で
あ
り
、
第
三
折
の

み
莽
古
歹
に
扮
す
。
第
二
折
で
李
存
孝
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
莽
古
歹
は
登
場
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
次
の
よ
う
に
歌
う
。

【

中
呂
粉
蝶
兒】
頗�
這
兩
箇
奸
邪
、
看
承
做
當�
忠
烈
、
想
俺
那
無
正
事
好
酒
的��

。
他
兩
箇
似�
蛇
、
如
蝮
蝎
、
心
腸
乖

劣
。

【

中
呂
粉
蝶
兒】

し
ゃ
く
な
の
は
あ
の
邪
悪
な
奴
ら
を
、
職
務
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
よ
う
に
待
遇
し
た
、
あ
の
ま
と
も
で
な
い
酒

好
き
の
父
よ
。
あ
い
つ
ら
二
人
は
毒
蛇
の
よ
う
で
も
あ
り
、
蠍
の
よ
う
で
も
あ
り
、
心
は
ひ
ね
く
れ
て
い
る
。

名
前
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
莽
古
歹
の
非
難
の
矛
先
が
存
孝
を
陥
れ
た
康
君
立
や
李
存
信
だ
け
で
は
な
く
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ば
か

り
い
る
無
責
任
な
父
李
克
用
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は
続
く
三
つ
の

【

醉
春
風】

【

上
小

楼】
【

上
小
楼】

で
も
歌
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
莽
古
歹
は
劉
夫
人
に
向
か
っ
て

｢

阿
者
聽�
孩
児
從
頭
至
尾
説
與
阿
者
、
則
是
休
煩
悩

也
。(

阿
者
、
あ
な
た
の
子
が
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
阿
者
に
お
話
し
す
る
の
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
ど
う
か
悲
し
ま
な
い
で
く
だ
さ

い)｣

と
言
い
、
次
の
よ
う
に
歌
う
。

【

十
二
月】

則�
那
康

(

君
立)�
絶
、
則�
那
李
存
信
似
蝎�
、
可
端
的
憑
着
他
劣
缺
、
端
的
是
今
古
皆
絶
。
枉
了
他
那
眠
霜

�
雪
、
阿
媽
他
水
性
隨
邪
。

【

十
二
月】

あ
の
康
君
立
と
き
た
ら
凶
悪
の
極
み
、
あ
の
李
存
信
と
き
た
ら
虫
け
ら
の
よ
う
、
本
当
に
凶
悪
に
任
せ
、
全
く
前
代

未
聞
で
す
。
存
孝
と
い
う
霜
上
に
眠
り
雪
上
に
寝
る
高
潔
の
士
を
踏
み
つ
け
に
し
た
、
阿
媽
の
性
質
は
ま
っ
と
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
李
存
孝
を

｢

他
那
眠
霜�
雪｣

と
称
え
る
の
と
は
対
照
的
に
、
李
克
用
を

｢

阿
媽
他
水
性
隨
邪｣

と
な
じ
り
、
康
君
立

や
李
存
信
を

｢

則�
那
康

(

君
立)�
絶
、
則�
那
李
存
信
似
蝎�

｣

と
扱
き
下
ろ
す
。
い
く
ら
相
手
に
非
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
う

し
た
莽
古
歹
の
発
言
は
そ
の
身
分
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
い
。
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し
か
し
、
第
三
折
は
莽
古
歹
に
よ
る
批
判
と
、
そ
れ
を
聞
い
て
嘆
き
悲
し
む
劉
夫
人
の
言
葉
と
で
構
成
さ
れ
る
。
李
存
孝
の
処
刑
は

前
折
で
す
で
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
観
客
に
と
っ
て
目
新
し
い
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
英
霊
鎮
魂
劇
と
い
う

観
点
か
ら
見
れ
ば
怨
恨
を
訴
え
る
こ
れ
ら
の
歌
詞
こ
そ
、
本
劇
に
と
っ
て
重
要
な
部
分
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば

大
事
な
場
面
で
な
ぜ
妻�
夫
人
で
は
な
く
、
劉
夫
人
に
仕
え
る
莽
古
歹
を
登
場
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
旦
が
扮
す
る
莽
古
歹
と
は
い
っ

た
い
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。

莽
古
歹
と
は
、
本
来
モ
ン
ゴ
ル
人
を
指
す
言
葉
で
あ
る

(�)

。
本
劇
で
は
た
び
た
び
劉
夫
人
が

｢

小
番｣

と
呼
び
掛
け
る
こ
と
か
ら
、
劉

夫
人
の
と
こ
ろ
で
下
働
き
を
し
て
い
た
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
莽
古
歹
が
存
孝
贔
屓
で
、
彼
を
死
に
追
い
や
っ
た
人
々
に
な
ぜ

怒
り
を
露
わ
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
莽
古
歹
に
は
態
度
以
外
に
も
そ
の
身
分
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
李

克
用
を

｢

阿
媽｣

も
し
く
は

｢��
｣

と
呼
び
、
劉
夫
人
を

｢

阿
者｣

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
存
孝
に
対
し
て

｢

存
孝｣

と
馴

れ
馴
れ
し
く
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る
の
も
理
解
し
が
た
い
。

も
ち
ろ
ん
目
下
の
者
が
目
上
の
者
に
謙
っ
て
こ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
二
折
に
は
、
李
存
孝
の
と

こ
ろ
を
訪
れ
た
劉
夫
人
が
卒
子
に
向
か
っ
て

｢
這
裏
是
李
存
孝
宅
中
、
左
右
報
復
去
、
道
有
阿
者
來
了
也

(

こ
こ
は
李
存
孝
の
屋
敷
で

あ
る
。
も
の
ど
も
、
阿
者
が
や
っ
て
き
て
こ
と
を
伝
え
よ)｣

と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
対
し
卒
子
は

｢

理
會
的
。
報
的

將
軍
得
知
、
有
阿
者
来
了
也

(

分
か
り
ま
し
た
。
将
軍
に
ご
報
告
し
ま
す
。
阿
者
が
お
見
え
で
す)｣

と
答
え
る
。
こ
こ
で
は
卒
子
が

劉
夫
人
を

｢

阿
者｣

と
呼
ん
で
い
る
た
め
、｢

阿
者｣
を
劉
夫
人
の
通
称
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
李
存
孝
や
李
克
用

に
対
す
る
時
に
は
、
存
孝
を

｢

将
軍｣

と
呼
び
、
李
克
用
を

｢
元
帥

(�)｣
と
呼
ん
で
敬
意
を
表
す
。
莽
古
歹
の
よ
う
な
呼
び
方
は
し
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
莽
古
歹
が
康
君
立
や
李
存
信
に
ど
う
し
て
暴
言
を
吐
く
の
か
。
李
克
用
を

｢

俺｣

と
い
う
代
名
詞
を
つ
け
て

｢��
｣

や

｢

阿
媽｣

と
呼
び
な
が
ら
、
痛
烈
に
批
判
す
る
の
か
。
劉
夫
人
の
こ
と
を

｢

阿
者｣

と
呼
び
、
彼
女
の
眼
の
前
で
存
孝
を
呼
び
捨
て

に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。
莽
古
歹
の
振
る
舞
い
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。

実
は
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
人
物
が
す
で
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
は
李
存
孝
の
妻�
夫
人
で
あ
る

(�)

。
も
と
も

と

｢

哭
存
孝｣

と
い
う
の
は
、
李
存
孝
の
物
語
が
妻�
夫
人
の
視
点
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
。
妻
の
視
点
が
採
用
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
氏
岡
真
士
氏

(�)

は
、
李
存
孝
の
苦
訴
を
正
旦
が
代
弁
す
る
こ
と
で

｢

彼
の
反
逆
性
を
弱
め
る
効
果
が
あ
る
の
を
見
逃
し
て
は
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な
る
ま
い
。
現
存
の

『

哭
存
孝』

は
、
そ
う
し
た
意
図
の
下
に
す
で
に
改
変
を
受
け
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る｣

と
い
う
指
摘
を
行
っ

て
い
る
。
で
は
、
莽
古
歹
の
視
点
は
い
か
な
る
理
由
で
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
折
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
正
旦
が
莽
古
歹

に
扮
し
、
劉
夫
人
に
向
か
っ
て
李
存
孝
の
恨
み
を
代
弁
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
い
く
ら
女
性
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の

と
は
い
え
、
他
の
折
よ
り
も
過
激
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
存
孝
を
処
刑
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
伝
え
、
彼
の
怨
恨
を
晴
ら
し
、
彼

の
無
念
を
人
々
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
存
孝
の
魂
を
救
済
す
る
話
が
も
と
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
莽
古
歹
の
登
場
は
十
分
に
納
得
の

い
く
も
の
と
な
る
。
李
克
用
ら
に
対
す
る
非
難
を
嫁
の
立
場
に
い
る�
夫
人
で
は
な
く
、
彼
ら
と
直
接
関
係
の
な
い
蒙
古
族
出
身
の
人

物
に
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
威
力
を
緩
和
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
批
判
を
避
け
る
工
夫
を
盛
り
込
み
つ
つ
も
、
や
は
り
観
客
に
と
っ
て�
夫
人
と
莽
古
歹
は
同
一
人
物
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
莽
古
歹
は
李
存
孝
の
こ
と
を

｢

存
孝｣

と
呼
ぶ
。
例
と
し
て
は
、
第
三
折

【

堯
民

歌】
【

孩�
児】

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、�
夫
人
も
ま
た
、
頭
折
の

【

節
節
高】

【

元
和
令】

【

尾
声】

、
第
二
折
の

【

紅
芍

薬】

、
第
四
折
の

【

双
調
新
水
令】

【
慶
東
原】
【

梅
華
酒】

【

沽
美
酒】

【

太
平
令】

に
お
い
て
、
夫
を

｢

存
孝｣

と
呼
ん
で
い
る
。
つ

ま
り
舞
台
上
で
は�
夫
人
で
あ
ろ
う
と
、
莽
古
歹
で
あ
ろ
う
と
正
旦
は
李
存
孝
を

｢

存
孝｣

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。�

夫
人
が

胸
の
う
ち
に
抱
え
た
不
満
を
、
莽
古
歹
が
な
り
代
わ
っ
て
述
べ
た
こ
と
が
、
人
物
の
呼
称
に
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

｢

哭
存
孝｣

に
お
い
て
、
五
代
史
故
事
と
い
う
既
存
の
題
材
を
、
女
性
の
物
語
に
し
て
み
せ
た
こ
と
に
本
作
の
独
自
性

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
間
に
は
、
早
く
か
ら
李
存
孝
贔
屓
の
内
容
を
持
つ
物
語
の
予
兆
が
あ
り
、
こ
れ
を
物
語
に
仕
立
て
上
げ
る

段
階
で
、
正
旦
に
歌
わ
せ
る
こ
と
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

名
も
な
き
武
将
か
ら
英
雄
へ

五
代
史
を
彩
る
英
雄
の
一
人
に
李
存
孝
と
い
う
人
物
が
い
る
。『

新
五
代
史』
巻
三
十
六
、
義
児
伝
に
は
、
武
帝
李
克
用
の
養
子
で
、

黄
巣
軍
の
鎮
圧
に
力
を
尽
く
す
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
報
償
を
得
ら
れ
ず
、
最
後
は
父
克
用
の
命
に
よ
っ
て
車
裂
き
の
極
刑
に
処
せ
ら

れ
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
正
史
に
見
え
る
彼
は
特
筆
す
べ
き
存
在
と
は
い
え
な
い
。
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と
こ
ろ
が
通
俗
文
学
の
分
野
で
は
、
彼
は
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
李
存
孝
は
怪
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
恨
み
を
残
し
て
亡
く

な
っ
た
憐
れ
な
武
将
と
し
て
、
明
代
小
説
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。
例
え
ば

『

水
滸
全
伝』

に
は
、
第
四
十
三
回

｢

假
李
逵
剪
逕�
單

人�
旋
風
泝
嶺
殺
四
虎｣

の
な
か
で

｢

不
信�
一
箇
人
、
如
何
殺
得
四
箇
虎
。
便
是
李
存
孝
和
子
路
、
也
只
打
得
一
箇｣

(

信
じ
ら

れ
ん
、
お
前
一
人
で
ど
う
や
っ
て
四
頭
の
虎
を
殺
し
た
の
か
。
李
存
孝
や
子
路
で
す
ら
、
一
頭
だ
と
い
う
の
に)

と
い
う
一
文
が
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も

『
醒
世
恒
言』

第
三
十
三
巻

｢

十
五
貫
戯
言
成
巧
禍｣

に
は

｢

却
教
劉
官
人
死
得
不
如
五
代
史
李
存
孝
、
漢
書
中
彭
越｣

(

劉
官
人
を
死
な
せ
て
し
ま
う
の
が
五
代
史
の
李
存
孝
や

『

漢
書』

の
彭
越
に
及
ば
な
い
な
ん
て
こ
と
が
あ
ろ
う
か)

と
あ
り
、
同
様

の
文
句
は

『

警
世
通
言』
、『

三
遂
平
妖
伝』

、『

金
瓶
梅
詞
話』

な
ど
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。

李
存
孝
は
元
雑
劇
の
題
材
と
し
て
も
、
お
な
じ
み
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
元
雑
劇

｢

哭
存
孝｣

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し

多
く
の
作
品
が
李
存
孝
を
主
人
公
と
す
る
な
か
、
該
劇
は
そ
の
妻
や
使
用
人
の
視
点
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
異
例
で
あ
る
。
し

か
も
細
か
な
女
性
心
理
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
書
き
分
け
る
。
中
心
に
は
、
李
存
孝
の
無
念
と
救
済
を
訴
え
る
情
が
深
く
聡
明

で
潔
い
妻�
夫
人
を
据
え
、�
夫
人
に
は
な
い
感
情
的
な
激
し
さ
と
無
鉄
砲
さ
を
備
え
た
莽
古
歹
を
補
助
的
に
登
場
さ
せ
る
。
李
存
孝

の
無
実
を
証
明
し
、
李
克
用
と
の
橋
渡
し
役
を
担
う
劉
夫
人
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
劇
は
祭
祀
儀
式
の
痕
跡
を
留
め
る
。
劇
中
で
は
、
複
数
の
出
来
事
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
李
存
孝
に
貼

ら
れ
た
裏
切
り
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
剥
が
し
、
最
終
的
に
英
霊
と
し
て
祭
り
上
げ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
い
つ
頃
か
ら
李

存
孝
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
物
語
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
死
に
よ
っ
て
人
々
の
同
情
を
買
い
、

英
雄
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

注

(

１)

孟
元
老

『

東
京
夢
華
録』

(

中
国
商
業
出
版
社
、
一
九
八
二
年)

巻
五

｢
京
瓦
伎
芸｣

の
記
述
。

(

２)

阿
部
隆
一

『

増
訂
中
国
訪
書
志』

(

汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年)

第
三
篇

｢
中
華
民
国
国
立
中
央
図
書
館
等
蔵
宋
金
元
版
解
題｣

五
三

〇
頁
を
参
照
。
大
塚
秀
高
編

『

増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目』

(

汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年)

巻
三

｢

講
史｣

一
七
五
頁
を
参
照
。
本
稿
で

中
国
文
学
論
集

第
三
十
八
号

74



― ―

引
用
す
る
際
、
底
本
は

『

古
今
小
説
集
成』

編
輯
委
員
会
編
の
影
印
本

『

五
代
史
平
話』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年)

を
用

い
た
。

(

３)
孫
楷
第

『

中
国
通
俗
書
目』

(

作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年)

巻
二

｢

明
清
講
史
部｣

四
七
―
四
八
頁
を
参
照
。
注
二
、
大
塚
秀
高
編

『

増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目』

、
二
一
八
頁
を
参
照
。
底
本
は

『

古
今
小
説
集
成』

編
輯
委
員
会
編
の
影
印
本

『

残
唐
五
代
史
演
義
伝』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年)

を
用
い
た
。

(

４)
『

太
和
正
音
府』

に
は

｢

陳
孝
甫�
入
長
安｣

と
記
載
す
る
。
こ
の
歌
詞
と
、
無
名
氏

｢

雁
門
関
存
孝
打
虎｣

の
第
三
折
越
調

【(

古)

竹
馬】

【

幺】

の
内
容
は
一
致
す
る
。

(

５)

古
本
戯
曲
叢
刊
編
輯
委
員
会
編

『

古
本
戯
曲
叢
刊』

四
集

(

商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
所
収)

の

『

脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇』

の

テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
。
な
お
、
誤
字
に
つ
い
て
は

(
)

で
校
訂
し
た
。

(

６)

橋
本
尭

｢

残
唐
五
代
史
演
義
論

英
雄
中
心
主
義

｣
(『

中
国
文
学
報』

第
二
十
冊
、
一
九
六
五
年
所
収)

を
参
照
。

(

７)

大
塚
秀
高

｢

小
説
と
物
語

(

続)

物
語
の
構
造
と
変
貌

｣
(『

中
国
古
典
小
説
研
究
動
態』

第
五
号
、
一
九
九
一
年)

を
参
照
。

(

８)

中
鉢
雅
量

『

中
国
小
説
史
研
究

水
滸
伝
を
中
心
と
し
て

』
(

汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年)

第
Ⅰ
部
第
三
章

｢

講
史
小
説
の
二

種
類｣

九
八
―
九
九
頁
の
記
述
。

(

９)

趙
景
深

｢『

残
唐
五
代
史
演
義』｣

(『

中
国
小
説
叢
考』

斉
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
所
収)

を
参
照
。

(

10)

川
島
郁
夫

｢

白
話
文
学
に
お
け
る
存
孝
説
話

小
説
、
戯
曲
に
見
え
る
人
物
像
に
つ
い
て

｣
(『

中
国
俗
文
学
研
究』

第
四
号
、

一
九
八
六
年
所
収)

や
、
小
松
謙

『

中
国
歴
史
小
説
研
究』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年)

第
七
章

｢

詩
話
系
小
説
考｣

、
二
〇
八
―
二
三

九
頁
、(

初
出
は

『

東
方
学』

第
九
十
五
輯
、
一
九
九
八
年)
な
ど
を
参
照
。

(

11)

注
10
、
小
松
謙

『

中
国
歴
史
小
説
研
究』

二
三
一
頁
を
参
照
。

(

12)

彼
の
名
前
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
記
載
が
異
な
る
。｢

哭
存
孝｣
で
は

｢

康
軍
利｣

と
記
載
す
る
。
一
方

『

残
唐
五
代』

で
は

｢

康

君
利｣

と
記
載
す
る
。
本
稿
で
は
、
正
史
に
し
た
が
い

｢

康
君
立｣

と
記
載
す
る
。

(

13)

テ
キ
ス
ト
に
は

｢

第
一
折｣

で
は
な
く

｢

頭
折｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
原
文
に
基
づ
き
、
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

(

14)

注
６
、
橋
本
論
文
の
記
述
。
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(

15)

氏
岡
真
士

｢『

残
唐
五
代
史
演
義』

へ
の
道｣

(『

中
国
文
学
報』

第
五
十
二
冊
、
一
九
九
六
年
所
収)

の
記
述
。

(
16)

田
仲
一
成

『

中
国
演
劇
史』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年)

第
四
章

｢

元
代
演
劇
の
形
成｣

を
参
照
。

(

17)
『

太
平
樂
府』

巻
九
曾
褐
夫
の
散
套

【

遍
・
羊
訴
冤】

で
は

｢

忙
古
歹｣

と
あ
り
、
こ
れ
は

｢

莽
古
歹｣

と
同
じ
も
の
だ
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
元
・
陶
宗
儀

『

南
村
輟
耕
録』

(

中
華
書
局
、
一
九
五
九
年)

巻
一

｢

氏
族｣

の
項
目
の

｢

蒙
古
七
十
二
種｣

に

｢

忙
古
歹｣

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒙
古
族
に
属
す
こ
と
が
分
か
る
。

(

18)
｢

哭
存
孝｣
頭
折
に
は

｢

報
的
元
帥
得
知
。｣

(

元
帥
に
ご
報
告
し
ま
す
。)

と
あ
る
。

(

19)

莽
古
歹
に
よ
る
呼
び
掛
け
が
不
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
つ
い
て
、
元
雑
劇
に
お
け
る
重
複
の
表
現
と
そ
の
方
法
を
考
察
す
る
魏

淑
珠

｢

元
雑
劇
中
的

『
重
複』

的
現
象
与
技
巧

以

『

裴
度
還
帯』

『

玉
鏡
台』

『

哭
存
孝』

為
例｣

(

関
漢
卿
国
際
学
術
研
討
会
編
輯

委
員
会
編

『

関
漢
卿
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集』

、
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
、
一
九
九
四
年
所
収)

、
五
九
一
頁
に
お
い
て
も
取
り
上
げ

ら
れ
、�
夫
人
の
口
ぶ
り
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

(

20)

注
15
、
氏
岡
論
文
の
記
述
。

(

21)
『

警
世
通
言』

第
十
三
巻

｢

三
現
身
包
龍
図
断
冤｣

に
は

｢

死
得
不
如
五
代
史
李
存
孝
、
漢
書
裏
彭
越｣

と
あ
る
。『

三
遂
平
妖
伝』

第

十
六
回

｢

王
則
領
衆
貝
州
造
反

永
児
率
兵�
掠
郡
邑｣

に
は

｢

死
得
不
如
五
代
史
李
存
孝
、
漢
書
中
彭
越｣

と
あ
る
。『

金
瓶
梅
詞
話』

第
九
十
八
回

｢

陳
経
済
臨
清
開
大
店

韓
愛
姐
翠
館
遇
情
郎｣

に
は

｢

死
得
不
好
相
似
那
五
代
的
李
存
孝
、
漢
書
中
彭
越｣

と
あ
る
。
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